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9月定例会を開催し、27議案を審議

■お問い合わせ ： 田川市議会事務局 ／〒825-8501　田川市中央町１番１号／TEL0947（85）7170／FAX0947（44）2043

●9月定例会の議決結果

●賛否の分かれた案件
●議員提出議案の審査概要
●議会日誌
●補正予算の審査概要
●条例議案の審査概要
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田川市議会議員の定数に関する
意見交換会参加者募集
●平成30年度各会計決算を認定 6

・・・・●議会報告会開催のお知らせ 12

議会報告会開催のお知らせ
第10回議会報告会を令和元年11月30日(土)に開催します。　（詳細は⑫ページに掲載）
多くの方の参加をお待ちしています。皆さんの声をお聞かせください。

7・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
～市政を問う～ 
2日間にわたり9人の議員が質問

●一般質問

令和元年 11月 15日 No.206
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9月定例会では33日間で27議案を審議しました

令和元年度田川市一般会計補正予算

令和元年度田川市国民健康保険特別会計補正予算

令和元年度田川市後期高齢者医療特別会計補正予算

令和元年度田川市急患医療特別会計補正予算

田川市総合計画審議会設置条例の制定について

田川市会計年度任用職員の給与、費用弁償及び旅費に関する条例の制定について

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の制定に伴う関係条例の

整備に関する条例の制定について

田川市庁舎整備基金条例の制定について

田川市消防団条例の一部改正について

田川市子どもの貧困対策推進基金条例の制定について

田川市印鑑条例の一部改正について

市道路線の認定について

田川市固定資産評価審査委員会委員の選任について（重松安男氏）

田川市公平委員会委員の選任について（今村秀治氏）

平成30年度田川市一般会計決算

平成30年度田川市国民健康保険特別会計決算

平成30年度田川市後期高齢者医療特別会計決算

平成30年度田川市急患医療特別会計決算

平成30年度田川市住宅新築資金等貸付特別会計決算

平成30年度田川市等三線沿線地域交通体系整備事業基金特別会計決算

平成30年度田川市水道事業会計決算

平成30年度田川市病院事業会計決算

人権擁護委員候補者の推薦について（廣川郁子氏）

人権擁護委員候補者の推薦について（佐々木さゆり氏）

人権擁護委員候補者の推薦について（原田清高氏）

人権擁護委員候補者の推薦について（井上領平氏）

－原案可決

委員会の名称：総文（総務文教委員会）、厚生（厚生委員会）、建経（建設経済委員会）

議　員　提　出　議　案

認　定

市　長　提　出　議　案

1

2

3

4

主要農作物種子法に代わる福岡県独自の条例制定を求める意見書について4

諮　問
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※上記以外の案件は賛否が分かれることなく可決されました。北山議員（議席番号：１）は議長のため採決には加わりません。
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賛否の分かれた案件における議員別一覧

【議案第45号】
令和元年度田川市
一般会計補正予算

【議案第52号】

【認定第1号】

田川市庁舎整備基金
条例の制定

平成30年度田川市
一般会計決算

〇：賛成　　×：反対　　欠：欠席

　本案は、原案のとおり可決され、意見書を福岡県に送付しました。主な内容は以下のとおりです。
　1952年に制定された主要農作物種子法は、稲・麦・大豆の品種開発と安定供給のため国や都道府県の役割
を明確にした。これら種子の生産・普及のための施策が実施されることにより、農業者には優良で安価な種子が、
消費者には安心でおいしい米などの農作物が安定的に供給されてきた。
　しかし、国において種子法が2018年に廃止されたことから、以降、都道府県が種子の安定供給に取り組ん
でいる。
　種子法廃止法案可決の際には、種子法が食料の安全保障に多大な貢献をしてきたことから、都道府県が種子
生産に取り組むための財政措置や特定企業による種子の独占防止に万全を期すよう附帯決議がなされた。
　このことから福岡県は、「福岡県稲・麦類及び大豆の種子の安定供給に関する基本要綱」を定め、種子法廃
止後も、これまでどおり種子の生産・供給を行う旨広報している。
　しかし、「要綱」は行政機関内部における内規と理解されるものであり、「要綱」に貫かれている姿勢を将来
にわたって、確固として維持していくためには「県の法」の性格を持つ「条例」として、種子法に代わる福岡
県独自の条例を制定することを強く要望する。

主要農作物種子法に代わる福岡県独自の条例制定を求める意見書
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12月定例会は、12月2日（月）開会
一般質問は、12月5日（木）・6日（金）の予定です。

※いずれも10時開始予定です。
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令和元年度一般会計９月補正予算　常任委員会の主な審査内容

庁舎整備基金費　8億8,546万円
　水道事業の広域化に伴い、受け入れた清算金8億
8,546万円を原資として庁舎整備基金を創設し、積
み立てるもの。
　執行部からは、住民サービスが滞ることのないよ
う、庁舎機能を継続的に維持するため、庁舎の老朽
化に伴う耐震化及び建替等に使途を明確化して、庁
舎整備基金を創設したいとの説明がありました。
　委員からは、今後厳しくなる田川市の財政を考え
れば、財政の安定化に向け、まず、財政調整基金に
繰り入れるべきである。その上で耐震診断、改修を
行うことで、市庁舎は、防災拠点として耐震性能が
確保される。保育料無償化や中学校の建替等大きな
事業を抱えている中で、庁舎の建て替えを目的とし
た基金の設置には賛成できないとの反対意見があり
ました。

　教育委員会事務局の非常勤職員が担任する一部業
務を包括的に業務委託するための経費。令和2年度
からの3年契約を行う。対象の職種は、放課後児童
クラブ支援員・補助指導員、学校事務補助員、学校
司書員、特別支援教育支援員、石炭・歴史博物館事
務員。
　執行部からは、児童生徒のために有能な人材を長
期的に雇用することで業務の安定性と質の向上が期
待できるとの説明がありました。
　委員からは、特別支援教育の支援員を民間に委託
することは子供にとってデメリットになる部分も想
定されること、また、この包括業務委託は、内容に
よっては偽装請負と判断される場合があることか
ら、教育委員会に再検討を要望したいとの反対意見
がありました。

総務文教委員会

給食費補助 1,863万円
子育てのための施設等利用給付事業費

　本市の幼児教育・保育の完全無償化の一環とし
て、年収360万円以上の世帯の保育園等に通う3
歳から5歳の児童を対象に1月当たり4,500円を
上限として副食費相当額を補助するための経費（令
和元年10月から）

入園料・保育料補助 1,376万円
　国の幼児教育・保育の無償化に伴い、市内に居
住し、新制度に移行していない幼稚園に就園する
児童の入園料及び保育料
について、1月当たり
25,700円を上限として
給付するための経費（令
和元年10月から）

　パプリカ生産者を育成する「実践型栽培施設」
に係る施設使用者に対する奨励金。
　これは、高温及び水害・水はけ不良に対する本
市施設に係る対応の遅れにより、収穫量が予定よ
り減少したことを考慮したもので、収穫量の減少
全てが施設に起因するものではないため、赤字額
全額ではなく、その一部を奨励金として交付する
もの。
　委員からは、この奨励金が今回限りの措置である
ことを規則に記載すべきだとの意見がありました。

厚生委員会 建設経済委員会

　9月定例会における補正予算は、6月補正予算編成後、新たに必要が生じた事務事業等につ
いて措置されています。
　今回の補正額は歳入歳出とも、13億390万5千円の増額となり、予算総額は315億7,817
万4千円になります。

高度実践型未来農業者
輩出事業費 300万円

1億6,500万円
（令和2年度限度額）

教育委員会事務局
包括業務委託料



議会のおしらせ　No.2065

　本案は、恵まれない子供のために役立ててほしいと、本年５月に市民から遺贈された１千万円を原資
として、子供の貧困対策の推進を目的とする事業に要する経費に充てるため、田川市子どもの貧困対策推進基金
を設置するための条例を新たに制定するものです。
　所管の厚生委員会の審査では、執行部から、この子どもの貧困対策推進基金は、「子どもの貧困対策推進計画」
における「子どもの居場所づくりを推進する事業」の経費に充てるとともに、寄附をしていただいた故人の遺志
に沿うため、「家庭環境に恵まれない子どもの支援に関する事業」についても充てることができるとしており、
子どもの居場所づくりを推進する事業等の充実を図りたいとの説明があっています。

田川市子どもの貧困対策推進基金条例の制定

市長提出議案　第54号

可決

　本案は、住民基本台帳法施行令等の一部を改正する政令が令和元年11月5日に施行され、婚姻等によ
り姓が変わった場合であっても、旧姓を住民票、個人番号カード等に記載することができるようになることに伴
い、本市の印鑑登録についても、旧姓を用いて登録できるよう、所要の規定整備をしようとするものです。
　改正の主な内容は、婚姻等により姓が変わった者で、旧姓の登録手続きを行い、住民票に旧姓の記載がある場
合には、その旧姓を用いた印鑑による登録を可能とし、印鑑登録証明書の氏名欄にその旧姓が記載されるように
なること等であり、条例は令和元年11月5日から施行されると説明がありました。

田川市印鑑条例の一部改正

市長提出議案　第55号

可決

　田川市議会では、本年７月に設置した「田川市議会議員の定数に関する調査特別委員会」において、
本市議会議員の定数等に係る議論を行っています。
　このたび、市民の意見を参考とし、市民との意見交換を行うため、意見交換会を実施することとな
りました。
　その参加者の一部として、市民からの公募を行います。

応募条件　①田川市内に居住していること
　　　　　②公募開始日（令和元年11月 5日）現在で満18歳以上であること
　　　　　③現在又は過去において、国、地方公共団体の議員、田川市職員でないこと
　　　　　④意見交換会当日（令和2年 1月 20日（月）18：00～）に出席できること など

応募期間　令和元年11月 5日（火）～令和元年12月 5日（木）

「田川市議会議員の定数に関する意見交換会」の
参加者を募集します！

参加申込みについて

■電話（市議会事務局）　0947－85－7170
■市議会ホームページ　http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/gikai.html

参加申込みに関する公募要領、応募用紙などの詳細につきましては、田川市議会のホームページ
をご覧いただくか、田川市議会事務局までお問い合わせください。



6議会のおしらせ　No.206

平成30年度　決算を認定

一般会計歳入　283億1,596万円

　各常任委員会において出された意見、要望等を来年度の予算編成に反映できるよう、特に本市振興の有効施
策の選択、適切な執行といった観点から慎重かつ熱心に審査を行いました。
　歳入では地方交付税、国庫支出金等の依存財源が総額の約７割を占め、歳出では義務的経費を多く含む民生
費が約５割と、財政が硬直化しています。これまで同様、依存財源に頼らざるを得ない脆弱な財政体質であり、
計画的な財政運営を行うとともに、さらなる行財政改革が求められます。

市税

国庫支出金

地方交付税

市債

県支出金

使用料及び手数料

その他

【個人・法人市民税、固定資産税など】

【自治体が行う特定の事業に対して国から交付されるもの】

【自治体間の財源不均衡を調整するため国から配分されるもの】

【建設事業等の財源を調達するために行う長期の借金】

【自治体が行う特定の事業に対して県から交付されるもの】

【自治体の施設の利用や特定事務により徴収するもの】

【地方譲与税、財産収入など】

51億7,222万円

67億　682万円

71億3,870万円

23億2,054万円

19億　610万円

12億9,170万円

37億7,988万円

一般会計歳出　275億6,585万円

平成30年度各会計別決算状況

民生費

公債費

教育費

衛生費

総務費

土木費

議会費

その他

【高齢者福祉、児童福祉、生活保護など】

【自治体が借り入れた借金の元利償還金など】

【小・中学校、社会教育、保健体育など】

【清掃、保健衛生、公立病院など】

【徴税、戸籍住民基本台帳、統計調査など】

【道路橋りょう、公園、住宅など】

【議会運営】

【消防費、農林業費、商工費、労働費など】

135億1,169万円

24億9,735万円

23億1,179万円

21億5,347万円

23億4,528万円

27億4,178万円

2億2,371万円

17億8,079万円

市税
18％

国庫支出金
24％

民生費
49％

公債費
9％

教育費
8％

衛生費
8％

総務費
9％

土木費
10％

議会費
1％

その他
6％

地方交付税
25％

市債
8％

県支出金
7％

使用料及び
手数料
5％

その他
13％

会　計　名 歳　入 歳　出 差　引
一般会計 283億1,596万円

58億2,291万円
6億9,590万円
2億3,099万円
1,715万円

1億7,910万円
11億6,263万円
2億9,730万円
58億7,436万円
6億3,678万円

国民健康保険
後期高齢者医療
急患医療
住宅新築資金等貸付
三線沿線地域交通体系整備事業基金
　　　収益的収支　※1
　　　資本的収支　※2
　　　収益的収支　※1
　　　資本的収支　※2

水道

病院

7億5,010万円
4億3,815万円
1,111万円
5,071万円
286万円

0
8,732万円

▲2億　166万円
1億4,427万円
▲2億4,348万円

275億6,585万円
53億8,476万円
6億8,480万円
1億8,028万円
1,429万円

1億7,910万円
10億7,531万円
4億9,896万円
57億3,009万円
8億8,026万円

特
別
会
計

企
業
会
計

※1　経営活動によって発出するすべての収入と支出 ※2　施設の建設改良に関する投資的な収入と支出
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一 般 質 問一 般 質 問
～　市政を問う　～～　市政を問う　～

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
と
は
何
か
、

関
係
者
へ
の
適
切
な
周
知
が
必
要

だ
と
思
う
が
、
具
体
策
に
つ
い
て
問
う
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
と
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
て
論
理
的

思
考
力
の
育
成
を
狙
い
と
す
る
教
育
で
あ

る
。
本
市
で
は
、
教
員
が
正
し
く
指
導
で

き
る
よ
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

指
導
を
受
け
た
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
校

で
授
業
公
開
を
実
施
し
た
り
し
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
に
関
す
る
進
捗
状
況
を
問
う
。

全
面
実
施
に
向
け
、
教
員
へ
の
周

知
、
情
報
教
育
推
進
計
画
の
作
成
、

指
導
内
容
の
共
有
の
三
段
階
で
進
め
て
い

る
。
本
年
度
は
、
推
進
校
で
各
教
科
の
公

開
授
業
を
行
い
、
教
職
員
全
体
で
有
効
な

指
導
法
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

同
教
育
が
必
修
化
さ
れ
る
際
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
、
人
材
確
保
な
ど
、

学
校
間
に
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

今
後
、
教
材
づ
く
り
の
支
援
を
行

う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
等
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

必
要
な
条
件
整
備
等
、
円
滑
な
実

施
に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

ど
の
よ
う
な
教
材
を
使
う
か
と
い

う
こ
と
は
一
番
の
課
題
で
あ
り
、

全
職
員
で
共
有
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
本
市
の
情
報
教
育
推
進
計
画
に
よ
り
、

学
習
内
容
、
教
材
等
を
さ
ら
に
詳
し
く
明

確
に
示
し
、
小
・
中
学
校
9
カ
年
の
系
統

的
な
指
導
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
い
る
。

小
学
校
段
階
に
お
け
る
具
体
的
な

成
果
、
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て

見
解
を
問
う
。

ま
ず
は
、
み
ず
か
ら
が
入
力
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
実
際
に
対
象

物
を
動
か
し
て
み
る
な
ど
の
体
験
が
重
要

で
あ
る
。
学
習
内
容
や
評
価
の
あ
り
方
は
、

全
職
員
で
研
修
を
深
め
た
い
。

地
域
の
特
性
等
に
応
じ
て
、
民
間

企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
業
に
よ
り
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
進
め
る
検
討
も
必

要
で
あ
り
、
本
市
で
も
施
策
を
打
ち
出
す

べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
見
解
を
問
う
。

本
市
の
小
学
校
で
も
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
に
詳
し
い
地
元
の
方
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
教
材
の
提
供
や
パ
ソ
コ
ン

ク
ラ
ブ
の
講
師
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
貴

重
な
人
材
と
学
校
等
で
連
携
し
、
充
実
し

た
教
育
が
で
き
る
よ
う
方
策
を
考
え
た
い
。

今
後
の
教
育
と
し
て
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
重
要
だ
が
、
本

市
で
の
実
効
性
等
を
問
う
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し

た
授
業
改
革
等
に
よ
り
、
子
供
た

ち
の
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
深

め
て
い
き
た
い
。

問

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
等
に
つ
い
て

陸
田
　
孝
則
議
員

▼
代
表
質
問

答

問答

孔
　
志
　
会

問問 答

問答問答

日程 議　員　名 質　問　事　項 会　 派 掲載頁

一般質問一般質問一般質問 9月5日・6日の2日間で9名の議員が市政の
各分野にわたり、さまざまな観点から質問しました。

※ 各議員がいくつか質問した事項の中から代表的な項目を選び、以下、質問と答弁の要旨を整理して掲載します。
※ 全文の内容は、「田川市議会ホームページ」及び各地区公民館等に配付している「田川市議会会議録」にて掲載します。

5
日

9
月

6
日

9
月

陸　田　孝　則

松　岡　英　樹

髙　瀬　冨士夫

柿　田　孝　子

村　上　卓　哉

石　松　和　幸

梶　原　みつ子

佐　藤　俊　一

香　月　隆　一

7

8

8

9

9

孔　志　会

清　風　会

令和クラブ

日本共産党市会議員団

新　風　会

社民党市議会議員団

孔　志　会

日本共産党市会議員団

社民党市議会議員団

10

10

11

11

プログラミング教育等

スポーツ支援策、防災無線の周知

犬のふん害、農業用ため池

本市の今後のまちづくり、
アスベストが含まれている建築物の解体

田川市立地適正化計画策定、地域公共交通網形成計画、
子ども支援連携推進室

いいかねパレット及び田川伊田駅舎の運営、
ごみ処理施設の建設、本市の入札制度、中学校再編問題

市営住宅の管理、中学校再編

児童虐待防止法等の改正、校務支援システム、
市職員の給与水準

市民プールの運営、公共交通網

答問答



路
上
に
放
置
さ
れ
た
犬
の
ふ
ん
害

対
策
と
し
て
、
京
都
府
宇
治
市
、

兵
庫
県
加
古
川
市
が
黄
色
の
チ
ョ
ー
ク
で

飼
い
主
に
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
向
上
を
啓
発

す
る
イ
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
作
戦
を
始
め
て

い
る
。

　

こ
の
作
戦
は
、
路
上
に
ふ
ん
を
見
つ
け

た
ら
、
黄
色
の
チ
ョ
ー
ク
を
使
っ
て
丸
で

囲
み
、
発
見
し
た
日
時
を
書
き
こ
む
。
あ

え
て
片
づ
け
ず
、
日
を
改
め
て
再
度
確
認

す
る
。
残
っ
て
い
る
場
合
は
、そ
の
日
時
を
、

処
理
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
な
し
と
書
く
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
で
、
路
上
で
の
ふ
ん

は
激
減
し
、
住
民
か
ら
高
い
評
価
を
得
て

い
る
。
本
市
も
取
組
ん
で
は
ど
う
か
問
う
。

本
市
に
お
け
る
犬
の
ふ
ん
害
対
策

の
取
組
み
と
し
て
は
現
在
、
防
災

無
線
を
活
用
し
、
犬
の
ふ
ん
の
持
ち
帰
り

に
関
す
る
放
送
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ふ
ん
害
の
多
い
場
所
に
看
板
を

設
置
し
た
り
、
広
報
た
が
わ
に
犬
の
ふ
ん

害
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
り
す
る
な

ど
、
犬
の
飼
い
主
に
対
し
啓
発
を
行
っ
て

い
る
。

　

平
成
20
年
頃
か
ら
行
っ
て
い
る
対
策
で

は
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
問
題
解
決
に
至
っ

て
い
な
い
。

　

本
市
と
し
て
も
、
こ
の
取
組
み
の
趣
旨

に
賛
同
す
る
地
域
と
連
携
し
て
、
試
験
的

に
実
施
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

西
日
本
豪
雨
で
は
、
広
島
県
な
ど

の
た
め
池
32
カ
所
が
決
壊
し
、
幼

児
が
亡
く
な
る
な
ど
大
き
な
被
害
が
出
て

い
る
。
そ
の
う
ち
29
カ
所
は
防
災
重
点
た

め
池
に
選
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
国
は

昨
年
11
月
、
川
と
の
距
離
や
貯
水
量
に
つ

い
て
統
一
の
具
体
的
基
準
を
初
め
て
示
し

県
が
調
査
、
選
定
を
進
め
て
い
る
。

　

国
は
人
的
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
農

業
用
水
の
た
め
池
を
新
基
準
に
照
ら
し

調
査
を
行
い
、補
強
工
事
な
ど
を
進
め
る
。

本
市
の
た
め
池
の
状
況
を
問
う
。

本
市
全
体
で
1
0
5
カ
所
の
管
理

た
め
池
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
県
が

指
定
す
る
防
災
重
点
た
め
池
は
、
平
成
30

年
度
は
４
カ
所
で
あ
っ
た
が
、
国
か
ら
新

た
な
選
定
基
準
が
示
さ
れ
た
た
め
72
カ
所

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
平
成
30
年
7
月
豪

雨
等
の
被
害
状
況
を
踏
ま
え
、
新
た
な
選

定
基
準
が
同
年
11
月
に
示
さ
れ
た
。

　

新
た
な
選
定
基
準
と
し
て
、
た
め
池
か

ら
百
メ
ー
ト
ル
以
上
5
百
メ
ー
ト
ル
未
満

の
浸
水
区
域
内
に
家
屋
、
公
共
施
設
等
が

あ
り
、
か
つ
、
貯
水
量
が
1
千
ト
ン
以
上

の
も
の
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
、
県
の
農
業
農
村
整
備
事
業
等

を
活
用
し
、
整
備
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

清
　
風
　
会

本
市
に
は
子
供
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
人
間
相
互
関
係
の
作
法

と
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
・
文
化
の
伝
承
・
指

導
を
行
う
団
体
等
が
あ
る
が
、
市
民
ス
ポ
ー

ツ
の
現
状
を
知
り
、
改
善
す
れ
ば
よ
り
良

い
事
業
展
開
に
な
る
と
考
え
る
。
ス
ポ
ー

ツ
団
体
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
問
う
。

過
去
、
全
国
大
会
に
出
場
し
た
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
市
と
し
て

助
成
金
を
交
付
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
制

度
と
し
て
は
制
定
さ
れ
て
い
な
い
。
田
川

市
体
育
協
会
が
独
自
に
助
成
金
を
交
付
し

て
い
る
。各

競
技
団
体
か
ら
の
質
問
・
要
望

等
に
対
す
る
本
市
の
対
応
に
つ
い

て
問
う
。競

技
団
体
に
対
す
る
支
援
は
現
状

な
い
が
、
他
自
治
体
の
支
援
状
況

や
助
成
基
準
を
調
査
し
て
お
り
、
今
後
、

実
施
可
能
な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

猪
位
金
学
園
の
生
徒
が
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
競
技
で
好
成
績
を
上
げ
活
躍

し
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
等
の
支

援
を
充
実
す
る
こ
と
で
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ

が
さ
ら
に
活
性
化
し
、
本
市
の
一
翼
を
担

う
若
者
が
育
つ
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
、
ま
た
、
子
供
た
ち
の
個

性
を
伸
ば
す
と
い
う
意
味
で
も
重
要
で
あ

る
。
今
後
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
く
。

防
災
無
線
の
難
聴
地
域
の
把
握
状

況
、
設
置
の
経
緯
に
つ
い
て
問
う
。

平
成
21
年
に
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ

ル
化
や
Ｊ
―
ア
ラ
ー
ト
と
の
接
続

の
際
に
、
難
聴
地
域
の
調
査
、
地
域
と
の

協
議
を
行
い
、
施
設
を
増
設
す
る
な
ど
の

改
善
を
行
っ
た
。

放
送
が
聞
こ
え
づ
ら
い
と
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
た
際
の
対
応
に
つ
い
て

問
う
。

放
送
が
全
域
に
届
く
よ
う
設
定
し

て
い
る
が
、
気
象
や
交
通
の
状
況

に
よ
り
平
常
時
で
も
聞
き
取
り
づ
ら
い
と

い
う
声
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
速
や
か
に

現
地
調
査
を
行
い
、
機
器
の
修
繕
や
音
量

の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
29
年
に
は

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
増
設
を
し
た
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の
対
応

も
含
め
、
改
善
策
を
問
う
。

過
去
の
災
害
で
得
た
教
訓
を
踏
ま

え
、
防
災
に
関
す
る
学
習
会
や
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
を
行
っ
た
。

ま
た
、
避
難
勧
告
・
指
示
の
際
は
放
送
前

に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
ほ
か
、
電
話
に
よ

る
放
送
内
容
の
音
声
案
内
、
防
災
メ
ー
ル

の
活
用
な
ど
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
市
民

一
人
ひ
と
り
に
情
報
が
伝
わ
る
仕
組
み
を

検
討
し
て
い
く
。

問

ス
ポ
ー
ツ
支
援
策
に
つ
い
て
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答

答

防
災
無
線
の
周
知
に
つ
い
て

農
業
用
た
め
池
に
つ
い
て

問

答 問問問答

答問答

答



柿
田
　
孝
子

村
上
　
卓
哉

議
員 ▼

代
表
質
問

一 般 質 問一 般 質 問
～　市政を問う　～～　市政を問う　～

少
子
高
齢
化
が
進
む
本
市
に
お
い

て
、
都
市
計
画
の
観
点
か
ら
ま
ち

づ
く
り
の
現
状
と
今
後
の
方
策
に
つ
い
て

問
う
。

現
在
作
成
し
て
い
る
立
地
適
正
化

計
画
に
お
い
て
は
、
公
共
施
設
、

医
療
、
福
祉
施
設
、
商
業
施
設
等
が
ま
と

ま
っ
て
立
地
し
、
地
域
公
共
交
通
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
施
設
に
住
民
が
容
易
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

高
齢
者
に
と
っ
て
は
商
業
や
医

療
、
福
祉
等
の
各
施
設
が
ま
と
め

ら
れ
た
そ
の
区
域
に
行
く
こ
と
が
遠
く
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

市
民
の
方
が
便
利
に
移
動
で
き
る

公
共
交
通
網
を
こ
れ
か
ら
構
築
す

る
。

旧
田
川
東
高
校
跡
地
の
活
用
に
つ

い
て
問
う
。

旧
田
川
東
高
校
跡
地
活
用
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
調
査
検
討
を

行
っ
て
い
る
。
今
年
度
末
に
作
成
す
る
立

地
適
正
化
計
画
に
盛
り
込
む
。
た
だ
、
2

年
間
は
中
学
校
の
仮
設
校
舎
と
し
て
使
用

す
る
た
め
、
2
年
後
に
民
間
の
力
も
借
り

な
が
ら
整
備
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

後
藤
寺
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
跡
地
の

活
用
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

後
藤
寺
の
再
開
発
に
つ
い
て
ゼ
ネ

コ
ン
や
不
動
産
会
社
等
に
参
入
の

お
願
い
を
し
て
い
る
が
現
状
は
厳
し
い
。

ま
た
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
物
が
民
間
所
有

で
あ
る
こ
と
も
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る

が
、
立
地
適
正
化
計
画
策
定
の
中
で
市
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
交
通
網
の
整
備
等

を
絡
め
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

我
が
国
は
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

と
中
皮
腫
に
よ
る
被
害
者
救
済
が

遅
れ
て
い
る
。
個
人
家
屋
を
解
体
す
る
際

の
手
続
き
と
そ
れ
に
対
す
る
補
助
金
の
有

無
に
つ
い
て
問
う
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
は
強
力
な
発
が
ん
物
質
で

あ
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
防
止
策
は
重
要

と
言
え
る
。
解
体
す
る
労
働
者
や
周
辺
住

民
に
被
害
が
な
い
よ
う
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
が
引
き
続
き
交
付
さ
れ
る
よ
う

国
に
向
け
て
要
望
し
て
ほ
し
い
。

個
人
が
住
宅
用
の
家
屋
を
解
体
す

る
場
合
は
、
法
律
に
基
づ
く
県
知

事
へ
の
届
出
が
必
要
で
、
そ
の
際
に
ア
ス

ベ
ス
ト
使
用
の
有
無
の
調
査
結
果
を
合
わ

せ
て
報
告
す
る
義
務
が
あ
る
。

　

補
助
金
に
つ
い
て
、
国
は
、
ア
ス
ベ
ス

ト
含
有
可
能
性
が
あ
る
も
の
へ
の
調
査
及

び
除
去
に
対
し
市
町
村
を
介
し
て
交
付
し

て
い
る
が
、
本
市
で
は
そ
の
取
組
み
は

行
っ
て
い
な
い
。

問
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現
状
の
施
設
内
に
は
日
陰
と
な
る

屋
根
の
あ
る
エ
リ
ア
が
非
常
に
少

な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
見
解
を
問
う
。

施
設
内
に
４
カ
所
設
置
し
て
い
る

が
、
入
場
者
の
多
い
状
況
を
考
え

る
と
一
つ
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
駐
車
場
の
歩
道
部
分
等
の
対
応
に
つ

い
て
、
指
定
管
理
者
と
協
議
・
検
討
を
進

め
た
い
。施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
し

て
、
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
は
早
急
に

行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

動
線
や
高
低
差
の
確
認
、
改
修
費

等
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。ま
た
、

北
側
部
分
に
あ
る
救
急
車
両
等
搬
入
口
の

活
用
も
視
野
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

プ
ー
ル
横
の
土
地
が
売
り
に
出
さ

れ
て
お
り
、
購
入
す
れ
ば
、
整
備

の
幅
が
出
る
と
思
う
が
、
見
解
を
問
う
。

プ
ー
ル
の
開
催
時
期
が
2
カ
月
弱

と
い
う
中
で
、
億
単
位
の
お
金
を

投
入
す
る
こ
と
に
は
課
題
が
あ
る
。
た
だ
、

多
く
の
方
が
市
民
プ
ー
ル
を
目
指
し
て
来

て
い
た
だ
く
中
、
田
川
を
周
遊
し
て
も
ら

う
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
、
田
川
の
イ
メ
ー

ジ
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
な
が
る
こ
と
も
踏
ま
え

検
討
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

市
民
プ
ー
ル
の
明
確
な
収
容
定
員

は
定
義
さ
れ
て
な
い
と
い
う
こ
と

だ
が
、
来
場
者
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。見
解
を
問
う
。

週
末
は
混
雑
し
て
お
り
、
入
場
者

は
多
い
日
で
4
千
人
、
年
間
8
万

人
を
超
え
て
い
る
。
監
視
員
及
び
監
視
箇

所
を
ふ
や
す
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
セ
ー

バ
ー
を
導
入
し
、
安
全
対
策
に
努
め
て
い

る
。
施
設
管
理
者
と
協
議
の
上
、
安
全
確

保
に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

市
民
プ
ー
ル
の
人
気
は
う
れ
し
い

こ
と
で
あ
る
が
、
市
外
の
方
と
利

用
料
金
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

も
う
少
し
市
民
に
何
ら
か
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
と
の
声
を
多
く

聞
く
。
何
か
考
え
が
あ
れ
ば
聞
き
た
い
。

現
状
で
は
、
入
場
者
を
市
内
、
市

外
で
区
分
し
て
お
ら
ず
、
人
数
把

握
も
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
一
環
で
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て
、
以
前
、
質
問
を
し
た
が
、
導
入
に
向

け
て
の
調
査
・
検
討
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

先
進
地
の
情
報
収
集
の
ほ
か
、
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
、
デ
マ
ン
ド
バ

ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
研
究
し
て

い
る
。
十
分
に
比
較
検
討
し
た
上
で
、
本

市
の
実
情
に
合
っ
た
最
適
な
手
段
を
決
定

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問問問問

市
民
プ
ー
ル
の
運
営
に
つ
い
て

本
市
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

答答答

議
員
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代
表
質
問

答答答 問問

答

答

ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
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い
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建
築
物
の
解
体
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い
て

公
共
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通
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に
つ
い
て

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

問答問問 答

新
　
風
　
会

問

答
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ご
み
処
理
施
設
建
設
に
係
る
事
業

内
容
と
そ
の
事
業
費
、
そ
れ
に
係

る
本
市
の
負
担
金
に
つ
い
て
問
う
。

ご
み
処
理
施
設
建
設
に
係
る
事
業

費
は
、
総
額
で
約
3
8
0
億
円
、

内
訳
は
概
算
で
、
ご
み
処
理
施
設
建
設
に

2
0
6
億
円
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建

設
に
23
億
円
、
最
終
処
分
場
建
設
に
57
億

円
、
し
尿
処
理
施
設
建
設
に
91
億
円
等
と

な
っ
て
い
る
。
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
平

成
29
年
度
に
約
2
0
2
8
万
円
、
30
年
度

に
約
5
2
0
0
万
円
を
事
務
費
と
し
て
支

出
し
て
い
る
。

事
業
と
い
う
の
は
予
測
さ
れ
る
範

囲
内
の
こ
と
を
ま
ず
計
画
し
て
行

う
と
思
う
が
、
現
状
、
つ
け
焼
き
刃
的
に

事
業
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
今
後

も
事
業
増
加
に
よ
っ
て
市
の
負
担
が
増
加

す
る
の
で
は
な
い
か
。

総
事
業
費
は
約
3
8
0
億
と
試
算

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約
3
分

の
1
は
国
の
交
付
金
を
活
用
す
る
。
残
り

が
市
町
村
負
担
と
な
り
、
過
疎
債
を
使
う

こ
と
で
構
成
市
町
村
の
負
担
は
約
75
億
円

で
本
市
の
負
担
は
約
28
億
5
千
万
円
と
想

定
し
て
い
る
。
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

で
は
、
極
力
こ
の
金
額
で
抑
え
て
い
き
、

さ
ら
に
業
者
決
定
後
の
交
渉
を
行
い
、
金

額
の
削
減
に
努
め
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

新
た
な
財
政
支
出
が
な
い
よ
う
お
願
い
を

し
て
い
る
。

田
川
伊
田
駅
舎
の
経
営
状
況
に
つ

い
て
問
う
。

田
川
伊
田
駅
施
設
の
事
業
は
、
待

合
室
、
会
議
室
、
展
望
デ
ッ
キ
等

の
公
共
的
事
業
と
飲
食
店
、
宿
泊
施
設
、

物
産
店
な
ど
商
業
的
事
業
で
あ
る
。

事
業
の
経
営
は
、
事
業
者
が
行
う

が
、
市
は
そ
れ
を
見
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
新
体
制
と
な
っ
た
運
営
事
業

者
か
ら
年
間
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
利
用
客
数
や

人
件
費
等
の
事
業
計
画
書
を
徴
し
て
い
る
の

か
。
5
億
円
近
い
地
域
振
興
経
費
を
使
っ
た

も
の
で
あ
り
、
市
長
の
責
任
に
お
い
て
事
業

計
画
や
効
果
を
示
し
て
ほ
し
い
。

今
回
の
伊
田
駅
改
修
工
事
は
、
全

体
で
4
億
5
千
万
円
の
負
担
、
国

費
を
除
く
と
市
の
実
質
負
担
は
約
1
億
5

千
万
円
と
な
る
。
運
営
事
業
者
の
資
金
面

で
ご
心
配
を
か
け
た
が
、
経
営
陣
が
一
新

し
、
短
期
間
で
事
業
を
進
め
、
よ
う
や
く

開
業
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
は
一
つ
ひ
と
つ
の
事
業
を
失
敗
し
な

い
よ
う
精
査
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
と
聞

い
て
お
り
、
市
と
し
て
も
そ
こ
を
共
有
し
、

多
く
の
方
が
来
る
、
交
通
の
拠
点
と
し
て

の
伊
田
駅
と
な
る
よ
う
、
事
業
者
と
協
議

し
な
が
ら
成
功
に
向
け
進
め
た
い
。

社
民
党
市
議
会
議
員
団

立
地
適
正
化
計
画
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
問
う
。

居
住
機
能
や
都
市
機
能
の
立
地
、

公
共
交
通
の
充
実
な
ど
に
関
す
る

包
括
的
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
り
、「
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
進
め
る
た
め
の
計
画
で
あ
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
が
生
み
出

す
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

徒
歩
圏
内
へ
の
生
活
利
便
施
設
集

約
に
よ
り
、
人
が
集
ま
る
エ
リ
ア

が
創
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
歩
い
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
で
、
日
常

生
活
が
便
利
に
な
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

公
的
不
動
産
の
具
体
的
活
用
に
つ

い
て
、
同
計
画
に
盛
り
込
む
の
か
。

個
別
の
案
件
は
記
載
し
な
い
た
め
、

同
計
画
策
定
後
に
検
討
す
る
。

地
域
公
共
交
通
に
求
め
ら
れ
る
役

割
に
つ
い
て
問
う
。

市
民
等
の
重
要
な
移
動
手
段
で
あ

り
、
市
民
の
日
常
生
活
及
び
ま
ち

の
活
性
化
な
ど
の
面
に
お
い
て
、
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
交
通
網
を

再
編
す
る
た
め
、
公
共
交
通
網
形
成
計
画

を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
市
の
実
態
に
即
し
た
公
共
交
通

網
の
再
編
に
関
す
る
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
問
う
。

デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
研
究
と
と
も

に
、
コ
ミ
バ
ス
等
乗
客
の
分
析
や

市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
等
を
行
い
、
本
市
に

最
も
適
し
た
制
度
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
支
援
連
携
推
進
室
が
設
置

さ
れ
て
、
約
１
年
が
経
過
し
て
い

る
。
こ
の
間
の
成
果
等
に
つ
い
て
問
う
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
を
本
庁
舎
に
配
置
し
た

こ
と
で
、
福
祉
と
教
育
の
連
携
や
情
報
共

有
が
図
ら
れ
た
ほ
か
、
学
校
に
担
当
教
員

を
配
置
し
た
こ
と
で
、
情
報
の
遅
延
及
び

錯
綜
を
防
ぐ
な
ど
の
成
果
が
あ
っ
た
。

教
育
相
談
の
充
実
を
図
る
た
め
、

Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
処
遇
改
善
を
要
望
し
て

い
た
。
検
討
結
果
に
つ
い
て
問
う
。

福
祉
と
教
育
が
融
合
し
た
支
援
の

チ
ー
フ
と
な
る
Ｓ
Ｓ
Ｗ
を
任
期
付

職
員
と
し
て
任
用
す
べ
く
検
討
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
確
保
等
に
つ
い
て
、
福

岡
県
立
大
学
と
の
連
携
強
化
を
求

め
て
い
た
。
取
組
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

継
続
し
て
相
談
等
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
採
用
等
に
は
つ
な
が
っ

て
な
い
。Ｓ
Ｓ
Ｗ
を
目
指
す
学
生
に
、
働
き

が
い
の
あ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理

解
し
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け
た
い
。

問問問問問

問問

立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

一 般 質 問一 般 質 問
～　市政を問う　～～　市政を問う　～

問問

ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

問問

石
松
　
和
幸

梶
原
み
つ
子

議
員 ▼

代
表
質
問

議
員 ▼

個
人
質
問

答答

答答答

答答

答答

孔
　
志
　
会

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
つ
い
て

子
ど
も
支
援
連
携
推
進
室
に
つ
い
て

伊
田
駅
舎
の
運
営
に
つ
い
て

答

答問答
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佐
藤
　
俊
一

香
月
　
隆
一

議
員 ▼

個
人
質
問

一 般 質 問一 般 質 問
～　市政を問う　～～　市政を問う　～

民
法
の
改
正
（
令
和
２
年
４
月
施

行
）
等
に
伴
い
、
国
交
省
の
説
明

で
は
、
単
身
高
齢
者
の
増
加
等
を
踏
ま
え
、

保
証
人
を
確
保
で
き
ず
入
居
で
き
な
い
事

態
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要

と
し
て
い
る
。
保
証
人
規
定
の
削
除
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
、
今
回
の
改
正
の
趣
旨

に
沿
う
も
の
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

本
市
も
単
身
高
齢
者
等
が
増
加
し
、

連
帯
保
証
人
の
確
保
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
状
況
や
、
今
般
改
正
さ
れ
た

公
営
住
宅
管
理
標
準
条
例
に
お
い
て
、
保

証
人
に
係
る
規
定
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
な

ど
を
考
慮
し
、
市
営
住
宅
に
お
け
る
連
帯

保
証
人
の
要
否
を
含
め
た
適
切
な
決
定
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

世
帯
主
が
死
亡
し
た
場
合
、
同
居

の
子
供
等
へ
の
入
居
継
承
は
、
１

年
以
上
同
居
し
て
い
る
こ
と
等
で
な
け
れ

ば
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
親
の
介
護
等
で

同
居
し
１
年
経
過
し
て
い
な
い
場
合
や
市

へ
の
届
出
が
遅
れ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
う

し
た
状
況
も
踏
ま
え
、
希
望
す
る
方
が
入

居
継
承
で
き
る
よ
う
条
例
改
正
し
て
ほ
し

い
。
見
解
を
問
う
。

届
出
書
類
等
で
同
居
期
間
の
確
認

を
行
う
が
、
確
認
で
き
な
か
っ
た

場
合
で
も
、
管
理
人
か
ら
同
居
の
実
態
が

１
年
以
上
で
あ
る
旨
の
証
明
が
な
さ
れ
れ

ば
、
条
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
判
断

し
、
許
可
し
て
い
る
。

審
議
会
答
申
の
南
北
案
を
採
用
し

な
い
理
由
の
一
つ
に
、
現
田
川
中

と
隣
接
地
の
間
に
道
路
が
あ
り
、
学
校
敷

地
を
一
体
利
用
で
き
な
い
こ
と
を
挙
げ
て

い
た
が
、決
定
し
た
東
中
・
西
中
（
現
伊
田
・

後
藤
寺
中
敷
に
建
設
予
定
で
仮
称
）
と
も

に
学
校
敷
地
を
一
体
利
用
で
き
な
い
矛
盾

し
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
。

計
画
で
は
、
通
学
等
に
お
け
る
校

舎
内
の
安
全
対
策
を
求
め
る
保
護

者
の
意
見
を
受
け
、
校
舎
外
に
ス
ク
ー
ル

バ
ス
や
送
迎
車
の
駐
車
場
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
生
徒
の
安
全
を
担
保
す
る
も
の
。

中
学
校
再
編
に
伴
い
実
施
さ
れ
る

小
学
校
の
通
学
区
域
見
直
し
計
画

で
は
、
保
護
者
及
び
地
域
住
民
の
理
解
が

得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
通
っ
て

い
た
小
学
校
へ
の
通
学
を
認
め
る
と
し
て

い
る
。例
え
ば
、松
原
１
区
の
児
童
は
現
在
、

田
川
小
に
通
学
し
て
い
る
。
見
直
し
計
画

で
は
大
藪
小
に
な
る
が
、
住
民
等
の
理
解

が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
田
川
小
に
通
学
し
、

東
中
に
進
学
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

保
護
者
及
び
地
域
住
民
の
理
解
を

得
た
上
で
の
通
学
区
域
見
直
し
で

あ
る
た
め
、
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
、
そ
の
よ
う
に
な
る
。

問

大
変
な
ブ
ラ
ッ
ク
職
場
と
言
わ
れ

る
学
校
現
場
で
働
く
教
職
員
の
多

忙
化
対
策
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
、
各
自
治
体
に
お
い
て
、
教
職
員
の

長
時
間
勤
務
を
解
消
し
、
教
育
の
質
の
維

持
向
上
を
図
る
た
め
に
、
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、

出
席
管
理
や
指
導
要
録
の
作
成
な
ど
の
校

務
を
シ
ス
テ
ム
上
で
管
理
・
運
用
・
情
報

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
情
報
シ
ス
テ

ム
の
利
用
に
よ
り
、
校
務
に
お
け
る
業
務

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に

統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た

自
治
体
の
中
に
は
、
教
職
員
一
人
当
た
り

の
勤
務
時
間
数
を
１
年
間
で
2
0
0
時
間

以
上
削
減
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、
教

職
員
が
校
務
に
と
ら
れ
る
時
間
を
な
る
べ

く
短
く
し
て
、
少
し
で
も
ゆ
と
り
を
持
つ

こ
と
で
、
授
業
の
改
善
や
一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
と
向
き
合
え
る
時
間
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
は
な
い
か
。

　

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
て

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
本
部
が
策

定
し
た
田
川
市
教
育
の
情
報
化
ビ

ジ
ョ
ン
に
は
、
学
校
事
務
の
効
率
化
に
よ

り
、
教
師
が
児
童
・
生
徒
に
向
き
合
う
時

間
を
確
保
す
る
と
い
う
基
本
項
目
を
掲
げ

て
い
る
。校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、

教
員
の
事
務
処
理
負
担
の
軽
減
に
よ
り
、

本
来
最
も
重
要
で
あ
る
児
童
・
生
徒
と
の

直
接
的
な
か
か
わ
り
の
時
間
を
ふ
や
す
こ

と
に
つ
な
が
り
有
効
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
多
額
の
経
費
を
必
要

と
す
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
導
入

に
向
け
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
本
部
委
員

や
関
係
部
署
と
有
効
活
用
で
き
る
機
能

や
、
近
隣
自
治
体
と
共
同
で
調
達
す
る
な

ど
の
導
入
方
法
の
検
討
を
慎
重
に
進
め
て

い
き
た
い
。

今
年
6
月
、
保
護
者
な
ど
の
体
罰

禁
止
を
明
記
し
た
児
童
虐
待
防
止

法
な
ど
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。
法
改
正
を

受
け
て
の
本
市
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
が
事
務
局
で
あ
る
田
川
市
要

保
護
児
童
対
策
協
議
会
に
は
、
今

回
の
法
改
正
で
努
力
義
務
が
明
文
化
さ
れ

た
団
体
等
が
委
員
に
含
ま
れ
て
お
り
、
虐

待
の
早
期
発
見
に
関
す
る
意
識
づ
け
や
守

秘
義
務
に
つ
い
て
徹
底
す
る
よ
う
依
頼
し

て
い
る
。
ま
た
、
虐
待
を
受
け
た
児
童
が

転
居
す
る
場
合
、
転
居
後
も
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
転

居
先
の
児
童
相
談
所
や
関
係
機
関
と
速
や

か
に
情
報
共
有
を
行
い
、
タ
イ
ム
ラ
グ
が

生
じ
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

問 校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

市
営
住
宅
の
管
理
に
つ
い
て

答

問

議
員

▼
個
人
質
問

答 問

答答

答

中
学
校
再
編
に
つ
い
て

児
童
虐
待
防
止
法
等
の
改
正
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

社
民
党
市
議
会
議
員
団

問答

問
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議会報告会議会報告会第10回
田川市議会

ご案内

　議会活動の状況や各常任委員会からの報告のほか、市民の皆さんとの意見交換
を実施する予定です。事前申し込みは必要ありません。多くの方の参加をお待ち
しています！
　皆さんの声をお聞かせください！

※インターネット中継も行う予定です。

※当日の様子は後日、インターネット録画中継による
　視聴もできます。

※手話通訳付き。

日時

場所

主な内容

令和元年
10時～11時30分

11月30日（土）
田川市民会館　講堂
（田川市大字伊田2550-1　0947-44-5110）

●総務文教委員会⇒中学校再編、東京オリンピック・パラリンピック
●厚生委員会⇒幼児教育・保育の完全無償化
●建設経済委員会⇒都市再生
●市民との意見交換


